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熱中症の重症患者の半数以上は室内で発症するといわれています。蒸し暑い風通しの悪い部屋などで
は汗が蒸発せず体内温度が上がって熱中症になることもあります。

汗をかいて体の水分が抜けてくると血液はネバネバになってきます。熱中症を防ぐにはこまめな水
分補給が大切ですが、アルコールは水分補給にはなりません。
アルコールは排尿を促し体から水分を出してしまうため、暑い中、アルコールを飲むと血液がます
ますドロドロ・ネバネバ状態となり血管が詰まりやすい状態となります。それが心筋梗塞や脳梗塞を
引き起こす原因となります。
水やお茶を喉が渇く前から少しずつ飲むことが大切です。飲んだ水分が体内に吸収されるまでは
分かかるため、喉が渇いていなくても水分をとりましょう。

子宮頸がん検診がむつ市内の指定医療機関でも
受けることができるようになりました。
対象者には個別に郵送で案内を送付しています
ので、各自予約し受診してください。
対象者
村内に住所がある 歳以上の女性で、平成 年
月 日実施の子宮頸がん検診を受診してない方
実施医療機関
むつ総合病院、中央レディスクリニック、北村
医院むつレディスクリニック
結果通知方法
役場保健師から受診者へ郵送または訪問で個別
にお知らせします

レベル 温 度 注 意 事 項

危 険
危 険
（ 以上）

高齢者は安静状態でも発生する危険性が大きい。外出はなるべく避け、
涼しい室内に移動する。

厳重警戒
厳重警戒
（ ）

外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に注意する。

警 戒
警 戒
（ ）

運動や激しい作業をする際は定期的に充分に休息を取り入れる。

注 意
注 意
（ 未満）

激しい運動や重労働時には発生する危険性がある。

レベル 温 度 注 意 事 項

今年度の集団検診も全地区で終了しました
が、まだ受けていない方・忘れていたという方
は大間病院の個別健診をご利用ください。
該当する方へは個別に通知します。
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